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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方の軸が時間又は距離を示し、他方の軸が計測データを示す座標系に前記計測データ
を時系列グラフ又は距離系列グラフとして表示し、
　前記計測データの計測項目のうち、ペースの計測データをグラフ表示するとき、前記ペ
ースの計測データの最大値と最小値との差をｔ１、
　第１所定値をＴ１、
　第２所定値をＴ２、
　前記他方の軸の上限値を前記ペースの計測データの最小値としたとき、
　ｔ１＞Ｔ１の場合、前記他方の軸の下限値を、前記ペースの計測データの最小値と前記
第１所定値との和、
　ｔ１＜Ｔ２の場合、前記下限値を、前記ペースの計測データの最小値と前記第２所定値
との和、
とするように、前記他方の軸の表示スケールを設定する第１表示スケール設定部と、
　前記設定されたグラフの表示範囲に従ってグラフを作成し、前記作成した前記計測デー
タを表示する計測データ表示部と、
を含むことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記第１表示スケール設定部は、
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　Ｔ２＜＝ｔ１＜＝Ｔ１の場合、前記下限値を、前記ペースの計測データの最大値とする
ように前記他方の軸の表示スケールを設定することを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　　Ｔ１＝２０分／ｋｍ、
　　Ｔ２＝３分／ｋｍ、
であることを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項において、
　前記計測項目のうち、標高の計測データをグラフ表示するとき、
　第３所定値をＴ３、
　前記標高の計測データの最大値をＭ、
　前記標高の計測データの最小値をＳ、
　前記Ｍと前記Ｓとの差をｔ２としたとき、
　ｔ２＜Ｔ３、及び　Ｍ＞＝Ｔ３の場合、
　前記他方の軸の上限値を、前記標高の計測データの最大値、
　及び前記他方の軸の下限値を、前記標高の計測データの最大値と前記第３所定値との差
とし、
　ｔ２＜Ｔ３、Ｍ＜Ｔ３、及びＳ＞０の場合、
　前記上限値を前記第３所定値、
　及び前記下限値をゼロとし、
　ｔ２＜Ｔ３、Ｍ＜Ｔ３、及びＳ＜＝０の場合、
　前記上限値を前記標高の計測データの最小値と前記第３所定値との和、
　及び前記下限値を前記標高の計測データの最小値とする
ように前記他方の軸の表示スケールを設定する第２表示スケール設定部を含むことを特徴
とする表示装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　前記第２表示スケール設定部は、
　ｔ２＞＝Ｔ３の場合、
　前記上限値を前記標高の計測データの最大値、
　及び前記下限値を前記標高の計測データの最小値とする
ように前記他方の軸の表示スケールを設定することを特徴とする表示装置。
【請求項６】
　請求項４又は５において、
　前記第３所定値は、８００ｍであることを特徴とする表示装置。
【請求項７】
　一方の軸が時間又は距離を示し、他方の軸が計測データを示す座標系に前記計測データ
を時系列グラフ又は距離系列グラフとして表示し、
　前記計測データの計測項目のうち、ペースの計測データをグラフ表示するとき、前記ペ
ースの計測データの最大値と最小値との差をｔ１、
　第１所定値をＴ１、
　第２所定値をＴ２、
　前記他方の軸の上限値を前記ペースの計測データの最小値としたとき、
　ｔ１＞Ｔ１の場合、前記他方の軸の下限値を、前記ペースの計測データの最小値と前記
第１所定値との和、
　ｔ１＜Ｔ２の場合、前記下限値を、前記ペースの計測データの最小値と前記第２所定値
との和、
とするように前記他方の軸の表示スケールを設定する第１表示スケール設定工程と、
　前記設定されたグラフの表示範囲に従ってグラフを作成し、前記作成したグラフに計測
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項目の計測データを表示する計測データ表示工程と、
を含むことを特徴とする表示方法。
【請求項８】
　請求項７において、
　前記第１表示スケール設定工程は、
　Ｔ２＜＝ｔ１＜＝Ｔ１の場合、前記下限値を、前記ペースの計測データの最大値とする
ように前記他方の軸の表示スケールを設定することを特徴とする表示方法。
【請求項９】
　請求項７又は８において、
　　Ｔ１＝２０分／ｋｍ、
　　Ｔ２＝３分／ｋｍ、
であることを特徴とする表示方法。
【請求項１０】
　請求項７乃至９のいずれか一項において、
　前記計測項目のうち、標高の計測データをグラフ表示するとき、
　第３所定値をＴ３、
　前記標高の計測データの最大値をＭ、
　前記標高の計測データの最小値をＳ、
　前記Ｍと前記Ｓとの差をｔ２としたとき、
　ｔ２＜Ｔ３、及びＭ＞＝Ｔ３の場合、
　前記他方の軸の上限値を前記標高の計測データの最大値、
　及び前記他方の軸の下限値を前記標高の計測データの最大値と前記第３所定値との差と
し、
　ｔ２＜Ｔ３、Ｍ＜Ｔ３、及びＳ＞０の場合、
　前記上限値を前記第３所定値、及び前記下限値をゼロとし、
　ｔ２＜Ｔ３、Ｍ＜Ｔ３、及びＳ＜＝０の場合、
　前記上限値を前記標高の計測データの最小値と前記第３所定値との和、
　及び前記下限値を前記標高の計測データの最小値とする、
ように前記他方の軸の表示スケールを設定する第２表示スケール設定工程をさらに含むこ
とを特徴とする表示方法。
【請求項１１】
　請求項１０において、
　前記第２表示スケール設定工程は、
　ｔ２＞＝Ｔ３の場合、
　前記上限値を前記標高の計測データの最大値、
　及び前記下限値を前記標高の計測データの最小値とする、
ように前記他方の軸の表示スケールを設定することを特徴とする表示方法。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１において、
　前記第３所定値は、８００ｍであることを特徴とする表示方法。
【請求項１３】
　一方の軸が時間又は距離を示し、他方の軸が計測データを示す座標系に前記計測データ
を時系列グラフ又は距離系列グラフとして表示し、
　前記計測データの計測項目のうち、ペースの計測データをグラフ表示するとき、前記ペ
ースの計測データの最大値と最小値との差をｔ１、
　第１所定値をＴ１、
　第２所定値をＴ２、
　前記他方の軸の上限値を前記ペースの計測データの最小値としたとき、
　ｔ１＞Ｔ１の場合、前記他方の軸の下限値を、前記ペースの計測データの最小値と前記
第１所定値との和、
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　ｔ１＜Ｔ２の場合、前記下限値を、前記ペースの計測データの最小値と前記第２所定値
との和、
とするように前記他方の軸の表示スケールを設定するステップと、
　前記設定されたグラフの表示範囲に従ってグラフを作成し、前記作成したグラフに計測
項目の計測データを表示するステップと、
をコンピューターに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１４】
　一方の軸が時間又は距離を示し、他方の軸が計測データを示す座標系に前記計測データ
を時系列グラフ又は距離系列グラフとして表示し、
　前記計測データの計測項目のうち、ペースの計測データをグラフ表示するとき、前記ペ
ースの計測データの最大値と最小値との差をｔ１、
　第１所定値をＴ１、
　第２所定値をＴ２、
　前記他方の軸の上限値を前記ペースの計測データの最小値としたとき、
　ｔ１＞Ｔ１の場合、前記他方の軸の下限値を、前記ペースの計測データの最小値と前記
第１所定値との和、
　ｔ１＜Ｔ２の場合、前記下限値を、前記ペースの計測データの最小値と前記第２所定値
との和、
とするように前記他方の軸の表示スケールを設定するステップと、
　前記設定されたグラフの表示範囲に従ってグラフを作成し、前記作成したグラフに計測
項目の計測データを表示するステップと、
をコンピューターに実行させるプログラムを記録したことを特徴とする記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、表示方法、プログラム、及びコンピューター読み取り可能な記録
媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、機器から収集した計測データをＷｅｂブラウザー上でグラフに加工して表示する
Ｗｅｂアプリケーションの技術が開示されている（例えば、特許文献１参照）。従来のＷ
ｅｂ上で表示するグラフでは、取得したデータ値が全て含まれるように表示範囲を算出し
表示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－２６４２４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のグラフ表示では、機器から収集した計測データを全て表示させて
いたため、表示するグラフの項目によってはグラフの表示範囲が大きくなってしまい、本
来グラフ上で見たいデータの推移が見づらい状態となってしまうおそれがあった。
【０００５】
　例えば、ペース（１ｋｍあたりの時間）のグラフ表示の目的は、走行時のペースを確認
することであるが、機器から取集した計測データを全て表示すると、走行途中に立ち止っ
た場合、ペースが著しく低下したことになり、スケールの範囲が広がるため、最も確認し
たい走行時のペースの情報が、グラフの上部によってしまい確認しづらいというおそれが
あった。
【０００６】
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　また、標高のグラフ表示の目的は、ユーザーが走行時に体感した起伏を確認することで
あるが、機器から計測データが収まる範囲でグラフが表示されていると、計測データの範
囲が小さい場合にグラフの起伏が大きく表示されてしまい、実際は起伏が小さい経路を走
行しているにも関わらずユーザーの感覚と異なる結果に見えてしまうおそれがあった。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態又は適用例として実現することが可能である。
【０００８】
　［適用例１］本適用例に係る表示装置は、一方の軸が時間又は距離を示し他方の軸が計
測データを示す座標系に該計測データを時系列グラフ又は距離系列グラフとして表示する
表示装置であって、前記計測データを計測項目ごとに取得して記憶する記憶部と、前記記
憶された計測項目のうち、ペースの計測データをグラフ表示するとき、該ペースの計測デ
ータの最大値と最小値との差をｔ１、として、前記他方の軸の上限値は前記ペースの計測
データの最小値とし、ｔ１＞Ｔ１（Ｔ１は第１所定値）の場合、前記他方の軸の下限値は
前記ペースの計測データの最小値と前記第１所定値との和とし、ｔ１＜Ｔ２（Ｔ２は第２
所定値）の場合、前記下限値は前記ペースの計測データの最小値と前記第２所定値との和
とするように前記他方の軸の表示スケールを設定する第１表示スケール設定部と、前記設
定されたグラフの表示範囲に従ってグラフを作成し、該作成したグラフに計測項目の計測
データを表示する計測データ表示部と、を含むことを特徴とする。
【０００９】
　本適用例によれば、記憶された計測項目のうち、ペースの計測データをグラフ表示する
とき、他方の軸の上限値と下限値との差が、第１所定値から第２所定値までの範囲内にな
るように他方の軸の表示スケールが設定されることで、ペースの計測データとして必要と
する部分のみを表示させることができる。これにより、トレーニングデータをグラフ表示
する際に、最も見たい部分を見やすく表示するようにスケールを決定したり、実際のトレ
ーニングの間隔とグラフの表示が一致するようにスケールを決定したりすることができる
。その結果、見やすいグラフを表示する表示装置を提供できる。
【００１０】
　［適用例２］上記適用例に記載の表示装置において、前記第１表示スケール設定部は、
Ｔ２＜＝ｔ１＜＝Ｔ１の場合、前記下限値は前記ペースの計測データの最大値とするよう
に前記他方の軸の表示スケールを設定することを特徴とする。
【００１１】
　本適用例によれば、さらに見やすいグラフを表示することができる。
【００１２】
　［適用例３］上記適用例に記載の表示装置において、前記第１所定値は、２０分／ｋｍ
であり、前記第２所定値は、３分／ｋｍであることを特徴とする。
【００１３】
　本適用例によれば、容易に見やすいグラフを表示することができる。
【００１４】
　［適用例４］上記適用例に記載の表示装置において、前記記憶された計測項目のうち、
標高の計測データをグラフ表示するとき、該標高の計測データの最大値をＭ、最小値をＳ
、その差をｔ２、として、ｔ２＜Ｔ３（Ｔ３は第３所定値）、及びＭ＞＝Ｔ３の場合、前
記他方の軸の上限値は前記標高の計測データの最大値、及び前記他方の軸の下限値は前記
標高の計測データの最大値と前記第３所定値との差とし、ｔ２＜Ｔ３、Ｍ＜Ｔ３、及びＳ
＞０の場合、前記上限値は前記第３所定値、及び前記下限値はゼロとし、ｔ２＜Ｔ３、Ｍ
＜Ｔ３、及びＳ＜＝０の場合、前記上限値は前記標高の計測データの最小値と前記第３所
定値との和、及び前記下限値は前記標高の計測データの最小値とするように前記他方の軸
の表示スケールを設定する第２表示スケール設定部をさらに含むことを特徴とする。
【００１５】
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　本適用例によれば、記憶された計測項目のうち、標高の計測データをグラフ表示すると
き、他方の軸の上限値と下限値との差が、第３所定値又はそれ以上になるように他方の軸
の表示スケールが設定されることで、標高の起伏を全体的に俯瞰して見ることができる。
これにより、トレーニングデータをグラフ表示する際に、最も見たい部分を見やすく表示
するようにスケールを決定したり、実際のトレーニングの間隔とグラフの表示が一致する
ようにスケールを決定したりすることができる。その結果、見やすいグラフを表示する表
示装置を提供できる。
【００１６】
　［適用例５］上記適用例に記載の表示装置において、前記第２表示スケール設定部は、
ｔ２＞＝Ｔ３の場合、前記上限値は前記標高の計測データの最大値、及び前記下限値は前
記標高の計測データの最小値とするように前記他方の軸の表示スケールを設定することを
特徴とする。
【００１７】
　本適用例によれば、さらに見やすいグラフを表示することができる。
【００１８】
　［適用例６］上記適用例に記載の表示装置において、前記第３所定値は、８００ｍであ
ることを特徴とする。
【００１９】
　本適用例によれば、容易に見やすいグラフを表示することができる。
【００２０】
　［適用例７］本適用例に係る表示方法は、一方の軸が時間又は距離を示し他方の軸が計
測データを示す座標系に該計測データを時系列グラフ又は距離系列グラフとして表示する
表示方法であって、前記計測データを計測項目ごとに取得して記憶する記憶工程と、前記
記憶された計測項目のうち、ペースの計測データをグラフ表示するとき、該ペースの計測
データの最大値と最小値との差をｔ１、として、前記他方の軸の上限値は前記ペースの計
測データの最小値とし、ｔ１＞Ｔ１（Ｔ１は第１所定値）の場合、前記他方の軸の下限値
は前記ペースの計測データの最小値と前記第１所定値との和とし、ｔ１＜Ｔ２（Ｔ２は第
２所定値）の場合、前記下限値は前記ペースの計測データの最小値と前記第２所定値との
和とするように前記他方の軸の表示スケールを設定する第１表示スケール設定工程と、前
記設定されたグラフの表示範囲に従ってグラフを作成し、該作成したグラフに計測項目の
計測データを表示する計測データ表示工程と、を含むことを特徴とする。
【００２１】
　本適用例によれば、記憶された計測項目のうち、ペースの計測データをグラフ表示する
とき、他方の軸の上限値と下限値との差が、第１所定値から第２所定値までの範囲内にな
るように他方の軸の表示スケールが設定されることで、ペースの計測データとして必要と
する部分のみを表示させることができる。これにより、トレーニングデータをグラフ表示
する際に、最も見たい部分を見やすく表示するようにスケールを決定したり、実際のトレ
ーニングの間隔とグラフの表示が一致するようにスケールを決定したりすることができる
。その結果、見やすいグラフを表示する表示方法を提供できる。
【００２２】
　［適用例８］上記適用例に記載の表示方法において、前記第１表示スケール設定工程は
、Ｔ２＜＝ｔ１＜＝Ｔ１の場合、前記下限値は前記ペースの計測データの最大値とするよ
うに前記他方の軸の表示スケールを設定することを特徴とする。
【００２３】
　本適用例によれば、さらに見やすいグラフを表示することができる。
【００２４】
　［適用例９］上記適用例に記載の表示方法において、前記第１所定値は、２０分／ｋｍ
であり、前記第２所定値は、３分／ｋｍであることを特徴とする。
【００２５】
　本適用例によれば、容易に見やすいグラフを表示することができる。
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【００２６】
　［適用例１０］上記適用例に記載の表示方法において、前記記憶された計測項目のうち
、標高の計測データをグラフ表示するとき、該標高の計測データの最大値をＭ、最小値を
Ｓ、その差をｔ２、として、ｔ２＜Ｔ３（Ｔ３は第３所定値）、及びＭ＞＝Ｔ３の場合、
前記他方の軸上限値は前記標高の計測データの最大値、及び前記他方の軸下限値は前記標
高の計測データの最大値と前記第３所定値との差とし、ｔ２＜Ｔ３、Ｍ＜Ｔ３、及びＳ＞
０の場合、前記上限値は前記第３所定値、及び前記下限値はゼロとし、ｔ２＜Ｔ３、Ｍ＜
Ｔ３、及びＳ＜＝０の場合、前記上限値は前記標高の計測データの最小値と前記第３所定
値との和、及び前記下限値は前記標高の計測データの最小値とするように前記他方の軸の
表示スケールを設定する第２表示スケール設定工程をさらに含むことを特徴とする。
【００２７】
　本適用例によれば、記憶された計測項目のうち、標高の計測データをグラフ表示すると
き、他方の軸の上限値と下限値との差が、第３所定値又はそれ以上になるように他方の軸
の表示スケールが設定されることで、標高の起伏を全体的に俯瞰して見ることができる。
これにより、トレーニングデータをグラフ表示する際に、最も見たい部分を見やすく表示
するようにスケールを決定したり、実際のトレーニングの間隔とグラフの表示が一致する
ようにスケールを決定したりすることができる。その結果、見やすいグラフを表示する表
示方法を提供できる。
【００２８】
　［適用例１１］上記適用例に記載の表示方法において、前記第２表示スケール設定工程
は、ｔ２＞＝Ｔ３の場合、前記上限値は前記標高の計測データの最大値、及び前記下限値
は前記標高の計測データの最小値とするように前記他方の軸の表示スケールを設定するこ
とを特徴とする。
【００２９】
　本適用例によれば、さらに見やすいグラフを表示することができる。
【００３０】
　［適用例１２］上記適用例に記載の表示方法において、前記第３所定値は、８００ｍで
あることを特徴とする。
【００３１】
　本適用例によれば、容易に見やすいグラフを表示することができる。
【００３２】
　［適用例１３］本適用例に係るプログラムは、コンピューターに、上記記載の表示方法
における各工程を実行させることを特徴とする。
【００３３】
　本適用例によれば、上記記載の表示方法をプログラムとして構成することにより、任意
の表示装置を、上記記載の作用及び効果を享受できる表示装置とすることができるので、
汎用性を拡大することができる。
【００３４】
　［適用例１４］本適用例に係るコンピューター読み取り可能な記録媒体は、上記記載の
プログラムを記録したことを特徴とする。
【００３５】
　ここで、記録媒体として、ＦＲＯＭ（Flash Read Only Memory）等の半導体メモリー、
ＤＡＴ（Digital Audio Tape）等の磁気テープ、ＦＤ（Flexible Disc）等の磁気ディス
ク、ＣＤ（Compact Disc）、及びＤＶＤ（Digital Versatile Disc）等の光ディスク等が
挙げられる。
【００３６】
　本適用例によれば、記録媒体にコンピューター読み取り可能に記録された上記記載のプ
ログラムを、任意の表示装置に内蔵されたコンピューターが実行することで、上記記載の
作用及び効果を享受できる。
【図面の簡単な説明】
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【００３７】
【図１】本実施形態に係る行動記録装置の構成及び装着例を示す模式図。
【図２】本実施形態に係る検出装置の外観を示す模式図。
【図３】本実施形態に係る検出装置の構成を示すブロック図。
【図４】本実施形態に係る処理手段の構成を示すブロック図。
【図５】本実施形態に係る操作装置の構成を示すブロック図。
【図６】本実施形態に係る表示手段にペースの情報のグラフを表示する方法を示すフロー
チャート。
【図７】本実施例に係るペースの情報のグラフ表示を示す図、（Ａ）は従来のペースの情
報のグラフ表示、（Ｂ）は本実施形態に係るペースの情報のグラフ表示。
【図８】本実施例に係るペースの情報のグラフ表示を示す図、（Ａ）は従来のペースの情
報のグラフ表示、（Ｂ）は本実施形態に係るペースの情報のグラフ表示。
【図９】本実施例に係るペースの情報のグラフ表示を示す図、（Ａ）は従来のペースの情
報のグラフ表示、（Ｂ）は本実施形態に係るペースの情報のグラフ表示。
【図１０】本実施形態に係る表示手段に標高の情報のグラフを表示する方法を示すフロー
チャート。
【図１１】本実施例に係る標高の情報のグラフ表示を示す図、（Ａ）は従来の標高の情報
のグラフ表示、（Ｂ）は本実施形態に係る標高の情報のグラフ表示。
【図１２】本実施例に係る標高の情報のグラフ表示を示す図、（Ａ）は従来の標高の情報
のグラフ表示、（Ｂ）は本実施形態に係る標高の情報のグラフ表示。
【図１３】本実施例に係る標高の情報のグラフ表示を示す図、（Ａ）は従来の標高の情報
のグラフ表示、（Ｂ）は本実施形態に係る標高の情報のグラフ表示。
【図１４】本実施例に係る標高の情報のグラフ表示を示す図、（Ａ）は従来の標高の情報
のグラフ表示、（Ｂ）は本実施形態に係る標高の情報のグラフ表示。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、本発明を具体化した実施形態について図面に従って説明する。なお、使用する図
面は、説明する部分が認識可能な状態となるように、適宜拡大又は縮小して表示している
。
【００３９】
　［行動記録装置の概略構成］
  図１は、本実施形態に係る行動記録装置１の構成及び装着例を示す模式図である。
  本実施形態に係る行動記録装置１は、図１に示すように、使用者ＵＳの動き及び生体情
報を検出し、これらの情報に基づいて使用者ＵＳの行動の種別（行動種別）を判定して、
当該行動を記録する検出装置２と、本発明の表示装置に相当し、座標系に計測データを時
系列グラフ（又は距離系列グラフ）として表示し、行動履歴、検出結果、及び算出された
カロリー等の情報を取得して記憶する表示操作装置３とを備える。これら検出装置２及び
表示操作装置３は、使用者ＵＳの行動履歴、動き情報及び生体情報を管理するサーバーＳ
Ｖ（図３及び図５参照）と通信可能に構成され、表示操作装置３は、当該サーバーＳＶか
ら、健康状態やダイエットのためのアドバイスを受信及び表示可能に構成されている。
【００４０】
　［検出装置の構成］
  図２は、本実施形態に係る検出装置２の外観を示す模式図である。また、図３は、本実
施形態に係る検出装置２の構成を示すブロック図である。検出装置２は、行動記録装置１
において、使用者ＵＳの動き情報及び生体情報を検出する検出手段として機能するだけで
なく、使用者ＵＳの行動の種別を判定する判定手段としても機能し、判定された行動種別
や、検出された各情報を記録する記録手段としても機能する。このような検出装置２は、
図２に示すように、腕時計型の外観を有する筐体２１を備え、筐体２１には、筐体２１を
使用者ＵＳの手首に装着させるバンドＢＮが設けられている。この筐体２１の他、検出装
置２は、図３に示すように、表示手段２２、入力手段２３、検出手段２４、記憶手段２５
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、送受信手段２６、及び処理手段２７を備える。
【００４１】
　表示手段２２は、液晶パネル、有機ＥＬ（Electro Luminescence）パネル、及び電気泳
動パネル等の表示パネルにより構成され、筐体２１の正面に設けられている。この表示手
段２２は、後述する処理手段２７による制御の下、所定の画像を表示する。
【００４２】
　入力手段２３は、筐体２１の外周に設けられた複数のボタンを備えて構成され、入力さ
れたボタンに応じた操作信号を処理手段２７に出力する。このようなボタンとして、入力
手段２３は、検出装置２の動作モードを切り替えて、表示手段２２により表示される画面
を切り替える切替ボタン２３１や、表示された画面にて「ＹＥＳ」又は「ＮＯ」を入力す
るための選択ボタン２３２（「Ｙ」と表記されたボタン），２３３（「Ｎ」と表記された
ボタン）の他、所定の機能を処理手段２７に実行させるボタン２３４～２３７を備える。
【００４３】
　検出手段２４は、使用者ＵＳの動き及び生体情報をそれぞれ個別に検出するセンサー２
４１、２４４を有し、当該各センサー２４１、２４４による検出結果を示す信号を、それ
ぞれセンサー２４１、２４４ごとに処理手段２７に出力する。
【００４４】
　加速度センサー２４１は、使用者の行動に伴って変化する加速度を検出する。この加速
度センサー２４１は、検出装置２が使用者ＵＳの手首に装着されているので、主に腕の動
きにより変化する加速度を検出するが、腕が静止している状態では、使用者に作用する加
速度を検出する。
【００４５】
　位置センサー２４４は、使用者ＵＳの現在地を示す位置情報を取得するセンサーである
。例えば、位置センサー２４４を用いて、使用者ＵＳのペースの計測データを取得したり
、標高の計測データを取得したりする。本実施形態では、ＧＰＳセンサーが採用されてい
る。このＧＰＳセンサーは、地球の衛星軌道上を周回する複数のＧＰＳ衛星のうち、少な
くとも３機のＧＰＳ衛星からのＧＰＳ信号を受信して、検出装置２の現在地（換言すると
、使用者ＵＳの現在地）を示す位置情報を取得する。なお、４機以上のＧＰＳ衛星からの
ＧＰＳ信号を受信することで、使用者ＵＳの現在地の位置情報だけでなく、当該現在地の
高度（標高）を取得することもできる。
【００４６】
　記憶手段２５は、検出装置２の動作に必要な各種プログラム及びデータを記憶するメモ
リーである。このようなデータとして、記憶手段２５は、例えば、現在日時を記憶する他
、入力手段２３あるいは後述する表示操作装置３により設定された使用者の個人情報（性
別、年齢、及び体重等）、並びに、当該使用者の行動履歴を記憶する。
【００４７】
　送受信手段２６は、表示操作装置３等の外部機器と通信する通信モジュールである。そ
して、送受信手段２６は、処理手段２７から入力される情報を、通信接続が確立された外
部機器に送信する他、当該外部機器から受信された情報を処理手段２７に出力する。この
ような送受信手段２６は、Bluetooth（登録商標）規格に準拠したモジュールや、アドホ
ックモードで通信可能な無線ＬＡＮ（Local Area Network）モジュールを例示できる。ま
た、検出装置２と外部機器とを有線で接続してもよい。
【００４８】
　［処理手段の構成］
  図４は、本実施形態に係る処理手段２７の構成を示すブロック図である。
  処理手段２７は、検出装置２の動作を制御するものであり、ＣＰＵ（Central Processi
ng Unit）等の演算装置を備えて構成される。この処理手段２７は、当該ＣＰＵが記憶手
段２５に記憶されたプログラムを処理することで、図４に示すように、計時部２７１、表
示制御部２７２、検出結果記録部２７３、カロリー算出部２７４、行動判定部２７７、履
歴記録部２７８、及び履歴出力部２７９として機能する。
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【００４９】
　計時部２７１は、現在時刻を計時する。この計時部２７１により計時されている現在時
刻（内部時刻）は、記憶手段２５に記憶される。
【００５０】
　表示制御部２７２は、表示手段２２の動作を制御して、表示手段２２に所定の画像を表
示させる。例えば、表示制御部２７２は、検出装置２の動作状態を示す画像や、確認画面
ＣＳ等を表示させる。
【００５１】
　検出結果記録部２７３は、検出手段２４による検出動作を制御し、各センサー２４１，
２４４から入力される信号に基づいて、使用者ＵＳの動き情報及び生体情報を取得する。
そして、検出結果記録部２７３は、取得された各情報と、当該各情報が取得された時刻と
を関連付けて、記憶手段２５に記憶させる。
【００５２】
　カロリー算出部２７４は、加速度センサー２４１の検出結果に基づいて、運動評価量の
一つであるカロリー消費量を算出する。そして、カロリー算出部２７４は、算出したカロ
リー消費量を記憶手段２５に記憶させる。
【００５３】
　行動判定部２７７は、行動種別ごとの判定条件と、各センサー２４１，２４４による検
出結果の推移、及び、内部時刻とに基づいて、記録すべき行動の候補である候補行動が使
用者ＵＳにより実施されたか否かを判定する。すなわち、行動判定部２７７は、各センサ
ー２４１，２４４による検出結果の推移、及び、内部時刻が、行動種別ごとの判定条件の
いずれかと合致する場合に、当該行動種別の候補行動が生じたと判定する。
【００５４】
　なお、行動判定部２７７が判定可能な候補行動の種別は、記憶手段２５に記憶された判
定条件に応じた種別であり、当該種別としては、実施頻度が比較的高い「起床」、「食事
」、「運動」、及び「就寝」の他、電車や自動車等の移動体を用いた「移動」、及び、デ
スクワーク等の「仕事」等が挙げられる。また、「運動」に区分される行動として、「ラ
ンニング」、「体操」、及び「階段昇降」等の行動が挙げられる。
【００５５】
　履歴記録部２７８は、行動判定部２７７により候補行動が実施されたと判定された際に
、当該候補行動の種別と、当該候補行動が実施された時刻とを記録する。
【００５６】
　履歴出力部２７９は、後述する表示操作装置３から、記憶手段２５に記憶された行動履
歴を要求する要求信号が受信された場合に、当該行動履歴を読み出して送受信手段２６に
出力し、これにより、表示操作装置３に行動履歴を送信する。
【００５７】
　［表示操作装置の構成］
  図５は、本実施形態に係る表示操作装置３の構成を示すブロック図である。
  表示操作装置３は、検出装置２に記録された行動履歴の修正操作が行われる操作手段と
して機能する他、検出装置２に記憶された使用者ＵＳの行動履歴、検出手段２４による検
出結果、及び、算出されたカロリー等の情報を取得して記憶する記憶手段としても機能す
る。この表示操作装置３に記憶される情報と、検出装置２に記憶される情報とは、後述す
る履歴修正処理により、略同じ内容の情報となる。また、表示操作装置３は、横軸（一方
の軸）が時間（又は距離）を示し縦軸（他方の軸）が計測データを示す座標系に計測デー
タを時系列グラフ（又は距離系列グラフ）として表示する。このような表示操作装置３は
、例えば、所定のアプリケーションを実行したＰＣ（Personal Computer）や、携帯端末
であるタブレット端末及びスマートフォン（多機能携帯電話）等により実現されるが、本
実施形態では、スマートフォンにより実現される構成を示すこととする。
【００５８】
　上記機能を実現するために、表示操作装置３は、図５に示すように、表示手段３１、入
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力手段３２、記憶手段３３、送受信手段３４、及び制御手段３５を備える。
【００５９】
　表示手段３１は、本発明の計測データ表示部に相当し、設定されたグラフの表示範囲に
従ってグラフを作成し、作成したグラフに計測項目の計測データを表示する。表示手段３
１は、表示パネルを備えて構成され、制御手段３５の制御の下、所定の画像を表示する。
【００６０】
　入力手段３２は、表示操作装置３の筐体外面に設けられたボタンと、表示手段３１にお
ける画像の表示領域に応じて設けられたタッチパネルとを備える。そして、入力手段３２
は、当該ボタン及びタッチパネルに対する使用者の入力操作に応じた操作信号を制御手段
３５に出力する。
【００６１】
　記憶手段３３は、本発明の記憶部に相当し、計測データを計測項目ごとに取得して記憶
する。記憶手段３３は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）やフラッシュメモリー等により構成
され、表示操作装置３の動作に必要な各種プログラム及びデータを記憶する。この記憶手
段３３は、例えば、検出装置２から受信された行動履歴等の情報を記憶する他、入力手段
３２に対する入力操作に応じた行動履歴の修正情報を記憶する。
【００６２】
　送受信手段３４は、検出装置２等の外部機器と通信する通信モジュールである。この送
受信手段３４は、制御手段３５の制御の下、当該外部機器との間で情報を送受信する。
【００６３】
　［制御手段の構成］
  制御手段３５は、表示操作装置３の動作を制御するものであり、ＣＰＵにより構成され
ている。この制御手段３５は、表示制御部３５１として機能する他、ＣＰＵが記憶手段３
３に記憶されたプログラムを実行することにより、第１表示スケール設定部３５４及び第
２表示スケール設定部３５５として機能する。
【００６４】
　表示制御部３５１は、表示手段３１を制御して、各種画面を表示させる。詳述すると、
表示制御部３５１は、各種画面の画像を生成し、当該画像に応じた駆動信号を表示手段３
１に出力することで、当該画像を表示手段３１に表示させる。
【００６５】
　表示制御部３５１は、第１表示スケール設定部３５４と、第２表示スケール設定部３５
５とを備える。
  第１表示スケール設定部３５４は、記憶された計測項目のうち、ペースの計測データを
グラフ表示するとき、ペースの計測データの最大値（Ｍ）と最小値（Ｓ）との差（ｔ１＝
Ｍ－Ｓ）を求める。ｔ１＞Ｔ１（Ｔ１は第１所定値）の場合、表示されるグラフの縦軸の
上限値は、ペースの計測データの最小値（Ｓ）、及び縦軸の下限値は、ペースの計測デー
タの最小値と第１所定値との和（Ｓ＋Ｔ１）とする。ｔ１＜Ｔ２（Ｔ２は第２所定値）の
場合、表示されるグラフの縦軸の上限値は、ペースの計測データの最小値（Ｓ）、及び縦
軸の下限値は、ペースの計測データの最小値と第２所定値との和（Ｓ＋Ｔ２）とする。Ｔ
２＜＝ｔ１＜＝Ｔ１の場合、表示されるグラフの縦軸の上限値は、ペースの計測データの
最小値（Ｓ）、及び縦軸の下限値は、ペースの計測データの最大値（Ｍ）とするように縦
軸の表示スケールを設定する。例えば、第１所定値は２０分／ｋｍ、第２所定値は３分／
ｋｍである。これによれば、容易に見やすいグラフを表示することができる。なお、第１
所定値及び第２所定値は、ペースの計測データとして必要とする部分のみを表示させるこ
とで、見やすいグラフを表示することができれば、この値に限るものではない。
【００６６】
　第２表示スケール設定部３５５は、記憶された計測項目のうち、標高の計測データをグ
ラフ表示するとき、標高の計測データの最大値（Ｍ）と最小値（Ｓ）との差（ｔ２＝Ｍ－
Ｓ）を求める。ｔ２＞＝Ｔ３（Ｔ３は第３所定値）の場合、表示されるグラフの縦軸の上
限値は、標高の計測データの最大値（Ｍ）、及び縦軸の下限値は、標高の計測データの最
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小値（Ｓ）とする。ｔ２＜Ｔ３、及びＭ＞＝Ｔ３の場合、表示されるグラフの縦軸の上限
値は、標高の計測データの最大値（Ｍ）、及び縦軸の下限値は、標高の計測データの最大
値と第３所定値との差（Ｍ－Ｔ３）とする。ｔ２＜Ｔ３、Ｍ＜Ｔ３、及びＳ＞０の場合、
表示されるグラフの縦軸の上限値は、第３所定値（Ｔ３）、及び縦軸の下限値は、ゼロと
する。ｔ２＜Ｔ３、Ｍ＜Ｔ３、及びＳ＜＝０の場合、表示されるグラフの縦軸の上限値は
、標高の計測データの最小値と第３所定値との和（Ｓ＋Ｔ３）、及び縦軸の下限値は、標
高の計測データの最小値（Ｓ）とするように縦軸の表示スケールを設定する。例えば、第
３所定値は８００ｍである。これによれば、容易に見やすいグラフを表示することができ
る。なお、第３所定値は、標高の起伏を全体的に俯瞰して見ることき、見やすいグラフを
表示することができれば、この値に限るものではない。
【００６７】
　要求信号出力部３５２は、入力手段３２に対して、検出装置２に記録された行動履歴を
参照する操作が使用者により行われると、当該行動履歴を要求する要求信号を送受信手段
３４に出力する。この要求信号は、送受信手段３４と通信接続が確立された検出装置２に
送信される。
【００６８】
　履歴取得部３５３は、検出装置２から受信された行動履歴を取得して、記憶手段３３に
記憶させる。なお、履歴取得部３５３は、当該行動履歴の他に、記憶手段２５に記憶され
た使用者の動き情報及び生体情報や、行動ごと、あるいは、日付ごとのカロリー消費量等
の情報も取得する。
【００６９】
　［サーバーとの情報の送受信］
  前述のように、検出装置２及び表示操作装置３は、サーバーＳＶ（図３及び図５参照）
とネットワークを介して、あるいは、有線／無線にて通信可能に構成されている。そして
、これら検出装置２及び表示操作装置３は、検出装置２にて検出された使用者の動き情報
及び生体情報、並びに、当該使用者の行動履歴をサーバーＳＶに送信でき、当該サーバー
ＳＶは、受信された情報を管理する。
【００７０】
　そして、サーバーＳＶは、受信された情報に基づいてダイエットや健康状態についての
アドバイスを検出装置２あるいは表示操作装置３に送信し、これらにより、当該アドバイ
スを使用者に提供する。
【００７１】
　［操作装置上のアプリケーション］
  表示操作装置３では、ランニングなどのトレーニング計画・トレーニング結果の記録や
分析を行うアプリケーションを実行することが可能である。これを使用すれば、ＧＰＳ機
能付きランニング用機器で計測したトレーニングデータをグラフィカルに表示して、タイ
ムアップを目指して分析をしたり、振り返りをしてランニングをより楽しいものにしたり
することができる。
【００７２】
　表示操作装置３の表示手段３１の画面は、ホーム、トレーニング記録、ボディーコンデ
ィション、計画、及びレポートなどの画像で構成される。「ホーム」画面では、トレーニ
ングを行った日付や走行距離を、カレンダーで確認したり、週間走行距離、月間走行距離
、及びトレーニング計画に対する達成度も確認したりできる。「トレーニング記録」画面
では、トレーニングをリスト表示又は詳細表示に切り替えてトレーニング結果を分析でき
る。詳細表示でのペース、心拍数、標高などの情報のグラフ表示や走行経路を地図上に表
示する機能は、トレーニングの分析に役立つものである。これらのグラフィカルなデータ
がトレーニングの楽しみも高めることができる。「ボディーコンディション」画面では、
毎日の体重・体脂肪率や走行距離・運動消費カロリーの推移をグラフで表示できる。大会
に向けて身体を絞り込んだり、シェイプアップ目的でカロリー管理をしたりするのに役立
つものである。「計画」画面では、月間走行距離や、１日の運動での消費カロリーの目標
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を計画できる。計画を立てて実績を確認することで、高いモチベーションを維持してトレ
ーニングできる。「レポート」画面では、月ごとの合計走行距離などの統計情報を、一覧
で表示できる。
【００７３】
　［グラフ表示］
  以下に、「トレーニング記録」画面の詳細表示でのペース、標高の情報のグラフ表示に
ついて、その表示方法を説明する。
  図６は、本実施形態に係る表示手段３１にペースの情報のグラフを表示する方法を示す
フローチャートである。図７～９は、本実施例に係るペースの情報のグラフ表示を示す図
であり、（Ａ）は従来のペースの情報のグラフ表示、（Ｂ）は本実施形態に係るペースの
情報のグラフ表示である。なお、図７～９の横軸は距離（ｋｍ）、縦軸はペース（／ｋｍ
）を示し、ペースの情報を距離系列グラフとして表示している。ペースの情報のグラフ表
示において、ペースが非連動的に遅くなった場合は、立ち止まったり、走行を停止したり
したためであり、ペースの確認には不要な情報として補正する。ペースの情報のグラフ表
示は、縦軸のスケールの範囲算出時に、計測データの最大値と最小値との差を求め、条件
によって縦軸のスケールの下限値を補正するオートスケール処理である。縦軸のスケール
の上限値は条件に関わらず、計測データの最小値とする。
【００７４】
　まず、ステップＳ１０の記憶工程において、検出装置２からの計測データを計測項目ご
とに取得して記憶手段３３に記憶する。
【００７５】
　次に、ステップＳ２０において、記憶手段３３に記憶された計測項目のうち、ペースの
計測データの最大値（Ｍ）と最小値（Ｓ）との差（ｔ１＝Ｍ－Ｓ）を求める。
【００７６】
　次に、ステップＳ３０において、差（ｔ１）の値により場合分けする。ｔ１＞２０分／
ｋｍ（第１所定値（Ｔ１））の場合、ステップＳ３２へ進む。ｔ１＜３分／ｋｍ（第２所
定値（Ｔ２））の場合、ステップＳ３４へ進む。３分／ｋｍ＜＝ｔ１＜＝２０分／ｋｍの
場合、ステップＳ３６へ進む。
【００７７】
　次に、ステップＳ３２において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の下限値は、ペ
ースの計測データの最小値と第１所定値との和（Ｓ＋２０分／ｋｍ）とし、表示手段３１
に表示するグラフの縦軸の上限値は、ペースの計測データの最小値（Ｓ）とする。
【００７８】
　次に、ステップＳ３４において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の下限値は、ペ
ースの計測データの最小値と第２所定値との和（Ｓ＋３分／ｋｍ）とし、表示手段３１に
表示するグラフの縦軸の上限値は、ペースの計測データの最小値（Ｓ）とする。
【００７９】
　次に、ステップＳ３６において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の下限値は、ペ
ースの計測データの最大値（Ｍ）とし、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の上限値は
、ペースの計測データの最小値（Ｓ）とする。
【００８０】
　次に、ステップＳ８０の計測データ表示工程において、設定されたグラフの表示範囲に
従ってグラフを作成し、作成したグラフに計測項目（ペース）の計測データを表示手段３
１に表示する。そして、オートスケール処理を終了する。なお、ステップＳ２０～ステッ
プＳ３６が計測項目（ペース）の情報のグラフ表示の縦軸の表示スケールを設定する第１
表示スケール設定工程である。
【００８１】
　（実施例１）
  ここで、上記ステップＳ３０において、ペースの最大値と最小値との差の値により場合
分けして表示手段３１に表示した実施例を示す。
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  ｔ１＞２０分／ｋｍの場合、図７（Ａ）に比べて図７（Ｂ）の円Ｙ１０に示すように、
ペースが急激に遅くなった部分を省いてグラフを表示することによって、ユーザーが注目
して見たいデータの推移を詳細に見ることができるようになった。
【００８２】
　ｔ１＜３分／ｋｍの場合、図８（Ａ）に比べて図８（Ｂ）に示すように、縦軸の上限値
と下限値とを３分／ｋｍ（第２所定値（Ｔ２））の間隔でグラフを表示することによって
、実際のペースの体感とグラフの傾斜が一致するようになる。
【００８３】
　３分／ｋｍ＜＝ｔ１＜＝２０分／ｋｍの場合、図９（Ａ）と図９（Ｂ）とは同様のグラ
フを表示することによって、従来通りユーザーが注目して見たいデータの推移を詳細に見
ることができる。
【００８４】
　図１０は、本実施形態に係る表示手段３１に標高の情報のグラフを表示する方法を示す
フローチャートである。図１１～１４は、本実施例に係る標高の情報のグラフ表示を示す
図であり、（Ａ）は従来の標高の情報のグラフ表示、（Ｂ）は本実施形態に係る標高の情
報のグラフ表示である。なお、図１１～１４の横軸は距離（ｋｍ）、縦軸は標高（ｍ）を
示し、標高の情報を距離系列グラフとして表示している。標高の情報のグラフ表示におい
て、標高の起伏を全体的に俯瞰して見ることができるように、スケールの範囲を拡張する
ように補正する。標高の情報のグラフ表示は、縦軸のスケールの範囲算出時に、計測デー
タの最大値と最小値との差を求め、さらに計測データの最大値及び最小値の値によって縦
軸のスケールの上限値と下限値とを補正するオートスケール処理である。
【００８５】
　まず、ステップＳ１０の記憶工程において、検出装置２からの計測データを計測項目ご
とに取得して記憶手段３３に記憶する。
【００８６】
　次に、ステップＳ４０において、記憶手段３３に記憶された計測項目のうち、標高の計
測データの最大値（Ｍ）と最小値（Ｓ）との差（ｔ２＝Ｍ－Ｓ）を求める。
【００８７】
　次に、ステップＳ５０において、差（ｔ２）の値により場合分けする。ｔ２＞＝８００
ｍ（８００ｍは第３所定値（Ｔ３））の場合、ステップＳ５２へ進む。ｔ２＜８００ｍの
場合、ステップＳ６０へ進む。
【００８８】
　次に、ステップＳ５２において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の上限値は、標
高の計測データの最大値（Ｍ）とする。
【００８９】
　次に、ステップＳ５４において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の下限値は、標
高の計測データの最小値（Ｓ）とする。
【００９０】
　次に、ステップＳ６０において、最大値（Ｍ）の値により場合分けする。Ｍ＞＝８００
ｍの場合、ステップＳ６２へ進む。Ｍ＜８００ｍの場合、ステップＳ７０へ進む。
【００９１】
　次に、ステップＳ６２において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の上限値は、標
高の計測データの最大値（Ｍ）とする。
【００９２】
　次に、ステップＳ６４において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の下限値は、標
高の計測データの最大値と第３所定値との差（Ｍ－８００ｍ）とする。
【００９３】
　次に、ステップＳ７０において、最小値（Ｓ）の値により場合分けする。Ｓ＞０の場合
、ステップＳ７２へ進む。Ｓ＜＝０の場合、ステップＳ７６へ進む。
【００９４】
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　次に、ステップＳ７２において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の上限値は、第
３所定値（Ｔ３＝８００ｍ）とする。
【００９５】
　次に、ステップＳ７４において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の下限値は、ゼ
ロとする。
【００９６】
　次に、ステップＳ７６において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の上限値は、標
高の計測データの最小値と第３所定値との和（Ｓ＋８００ｍ）とする。
【００９７】
　次に、ステップＳ７８において、表示手段３１に表示するグラフの縦軸の下限値は、標
高の計測データの最小値（Ｓ）とする。
【００９８】
　次に、ステップＳ８０の計測データ表示工程において、設定されたグラフの表示範囲に
従ってグラフを作成し、作成したグラフに計測項目（標高）の計測データを表示手段３１
に表示する。そして、オートスケール処理を終了する。なお、ステップＳ４０～ステップ
Ｓ７８が計測項目（標高）の情報のグラフ表示の縦軸の表示スケールを設定する第２表示
スケール設定工程である。
【００９９】
　（実施例２）
  ここで、上記ステップＳ５０，Ｓ６０，Ｓ７０において、標高の最大値と最小値との差
を求め、さらに標高の最大値及び最小値の値により場合分けして表示手段３１に表示した
実施例を示す。
  ｔ２＞＝８００ｍの場合、図１１（Ａ）と図１１（Ｂ）とは同様のグラフを表示するこ
とによって、従来通り実際に走行した経路の起伏の体感とグラフの傾斜が一致するように
なる。
【０１００】
　ｔ２＜８００ｍ、及びＭ＞＝８００ｍの場合、図１２（Ａ）に比べて図１２（Ｂ）に示
すように、標高の表示範囲を８００ｍにすることによって、実際に走行した経路の起伏の
体感とグラフの傾斜が一致するようになる。
【０１０１】
　ｔ２＜８００ｍ、Ｍ＜８００ｍ、及びＳ＞０の場合、図１３（Ａ）に比べて図１３（Ｂ
）に示すように、標高の表示範囲を８００ｍにすることによって、実際に走行した経路の
起伏の体感とグラフの傾斜が一致するようになる。
【０１０２】
　ｔ２＜８００ｍ、Ｍ＜８００ｍ、及びＳ＜＝０の場合、図１４（Ａ）に比べて図１４（
Ｂ）に示すように、標高の表示範囲を８００ｍにすることによって、実際に走行した経路
の起伏の体感とグラフの傾斜が一致するようになる。
【０１０３】
　本実施形態によれば、記憶された計測項目のうち、ペースの計測データをグラフ表示す
るとき、縦軸の上限値と下限値との差が、第１所定値（Ｔ１＝２０分／ｋｍ）から第２所
定値（Ｔ２＝３分／ｋｍ）までの範囲内になるように縦軸の表示スケールが設定されるこ
とで、ペースの計測データとして必要とする部分のみを表示させることができる。また、
標高の計測データをグラフ表示するとき、縦軸の上限値と下限値との差が、第３所定値（
Ｔ３＝８００ｍ）又はそれ以上になるように縦軸の表示スケールが設定されることで、標
高の起伏を全体的に俯瞰して見ることができる。これにより、トレーニングデータをグラ
フ表示する際に、最も見たい部分を見やすく表示するようにスケールを決定したり、実際
のトレーニングの間隔とグラフの表示が一致するようにスケールを決定したりすることが
できる。その結果、見やすいグラフを表示する表示装置を提供できる。
【０１０４】
　［実施形態の変形］
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  本発明は前述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる範囲で
の変形、改良等は本発明に含まれるものである。
  前記実施形態では、検出手段２４は、加速度センサー２４１及び位置センサー２４４を
備える構成であったが、本発明はこれに限らない。すなわち、これらセンサー２４１，２
４４のうち、いずれかが無くてもよく、他のセンサーが含まれていてもよい。
【０１０５】
　前記実施形態では、行動記録装置１は、使用者の手首に装着されるとしたが、本発明は
これに限らない。すなわち、使用者の動き情報及び生体情報を検出可能であれば、これら
の装着部位はどこでもよい。
【０１０６】
　前記実施形態では、表示操作装置３、検出装置２、及び行動記録装置１は、サーバーＳ
Ｖからダイエットや健康状態等に関するアドバイスを受信するとしたが、本発明はこれに
限らない。例えば、記録された行動履歴、生体情報及び動き情報に基づいて、当該アドバ
イス等のメッセージを生成して、表示手段に表示させる生成手段を、これら各装置に設け
てもよい。このような生成手段は、例えば、所定のプログラムを実行するＣＰＵにより実
現できる。
【０１０７】
　前記実施形態では、行動記録装置１は、検出装置２及び表示操作装置３の組合せとして
構成した。しかしながら、本発明はこれに限らない。すなわち、行動記録装置は、上記機
能を実現できれば、上記各手段をそれぞれ個別の装置として構成して、システムとして機
能するものでもよく、当該各手段の組合せは、適宜変更可能である。
【０１０８】
　前記実施形態では、所定のプログラムは、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）やフラッシュメ
モリー等により構成される記憶手段３３に記憶されているとしたが、本発明はこれに限ら
ない。すなわち、当該プログラムは、他の形式の記録媒体に記録されていてもよい。例え
ば、ディスク型記録媒体や半導体メモリー等に記録されたプログラムを、表示操作装置３
が前述の所定のプログラムの実行時に読み込むように構成してもよい。
【符号の説明】
【０１０９】
　１…行動記録装置　２…検出装置　３…表示操作装置　２１…筐体　２２，３１…表示
手段　２３，３２…入力手段　２４…検出手段　２５，３３…記憶手段　２６…送受信手
段（検出装置側送受信手段）　２７…処理手段　３４…送受信手段（表示操作装置側送受
信手段）　３５…制御手段　２３１…切替ボタン　２３２，２３３…選択ボタン　２３４
～２３７…ボタン　２４１…加速度センサー　２４４…位置センサー　２７１…計時部　
２７２，３５１…表示制御部　２７３…検出結果記録部　２７４…カロリー算出部　２７
７…行動判定部　２７８…履歴記録部　２７９…履歴出力部　３５２…要求信号出力部　
３５３…履歴取得部　３５４…第１表示スケール設定部　３５５…第２表示スケール設定
部。
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